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1. はじめに 

 土木環境分野における温度観測は，サーミスタや熱電対を利用
した単点観測や，広範囲に温度分布を把握できるサーモグラフィ
カメラが用いられている．特に，サーモグラフィカメラは，非接触
型であるため，遠隔計測に適しており，近接できない対象を撮影す
る際に有用である．一方，橋梁構造物の維持管理では，様々な面か
ら検討が行われてきた．橋梁の維持管理における日射や橋体温度が支承
部に与える影響の精査に関し，本研究では，橋体の詳細な温度分布を把
握するために，サーモグラフィカメラを用いた計測を実施した． 

2. サーモグラフィカメラによる計測温度の検証 

 長崎大学内に設置された鋼製支承を対象として，サーモグラフィカメ
ラ（FLIR C2）とサーミスタによる検出温度の比較を行った．使用した
サーミスタ及びサーモグラフィカメラの仕様を表 1 に示す．計測期間
は，2019年 8月 2日から 8月 5日であった．なお，サーモグラフィカ
メラによる計測は，日中に 5パターン，夜間に 3パターン行ったこと
を付記する．撮影画像の例を図 1に示す．計測結果を表 2に示す．今
回の計測結果より，日没後については，サーモグラフィカメラの計測
温度が若干高くなる傾向となったが，全体的に同様の温度であること
が確認できた． 

3. 対象橋梁と計測概要 

 対象橋梁は，長崎半島先端部に位置する樺島と脇岬をつなぐ樺島大
橋（下路式鋼ランガートラス桁橋）である（図 2）．同橋は，図 3のよ
うに，架設方向は，橋軸方向が北から 62°偏角しているた
め，日射による橋体の温度分布は，位置的，時間的にも異な
る．長期的な温度変化を計測するため図 4 に示す計６点に
対し，サーミスタを設置した．ch.1は，主構 NNE側（上弦
材上面），ch.4は SSW側（上弦材上面）である．ch.5は，主
構 NNE側（下弦材上面），ch.6は，SSW側（下弦材上面）
である．ch.7は，横桁の中央部を計測する．ch.9は，床版下
部の日陰で外気温を計測する．また，詳細な部材の温度分布を
計測するためにサーモグラフィカメラは先述の FLIR C2 に加
え，FLIR SC620を使用した．ただし，床版下の検査路で撮影を
行う際には，操作性等を考慮して FLIR C2のみを用いた． 

図 1 支承部のサーモグラフィ画像 

表 2 比較の温度一覧 

図 2 樺島大橋外観 

図 3 樺島大橋架設位置 

C2 RTR-502

2019/8/2 10:30 35.7 35.2 0.5

2019/8/2 14:20 46.3 44.6 1.7

2019/8/2 23:30 33.7 33.0 0.7

2019/8/3 14:40 46.5 47.1 -0.6

2019/8/3 15:10 44.9 45.0 -0.1

2019/8/4 19:50 35.7 34.8 0.9

2019/8/4 21:10 33.9 33.2 0.7

2019/8/5 10:10 35.6 35.9 -0.3

撮影日時
計測温度（℃） 温度差

（℃）

機種名 FLIR C2 RTR-502

測定範囲  -10℃~150℃  -60℃~15℃
温度分解能 ＜0.10℃ 0.1℃

平均±0.3℃
（at-20~80℃）

公称24℃で±2℃
または2％の大きい方

精度

表 1 使用機器の仕様 
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4. 計測結果 

2019年 8月 30日から 12月 9日までに計測したサーミ
スタによる温度を図 5 に示す．橋体全体も，日射が当た
る部分と当たらない部分では，約 20℃近く差が出ている
場合もあり，日射のないような曇りや雨の日では，橋体
全体でほとんど温度差が出ないということが長期間の計
測から分かった． 

また，サーモグラフィカメラによる計測は， FLIR Tools
を使用し，パノラマ加工して温度の分布を把握すること
ができる．パノラマ画像は図 6 に示す．また，南北で温
度差が出ると考えられる横桁について温度分布について
調べた．長崎側から撮影した撮影画像は図 7-a に示す．
図 7-bは，床板や南北のトラスを撮影した 1例である．ま
た，図 8は，12月 9日 15：30頃に撮影したデータをグ
ラフ表示したものである．凡例の番号は，図 1に示す部
分の横桁に一致している．この場合の NNE側と SSW側
では，同じ気温であっても，日射によって橋体の温度分布
が変化することが分かり，温度差は，約 6℃程度あること
が分かった． 

5. まとめ 

 本研究により得られた知見は以下のようである． 

 サーモグラフィカメラによる計測温度の検証より，
サーモグラフィカメラによって得られた温度は，実
測値として十分使用できる値といえる． 

 本橋において，主構上弦材の南北や橋軸方向での温
度差はなかったが，トラス部や横桁については時間
変化や日射によって温度差がみられる． 

 サーモグラフィカメラを用いることで，部材ごとの
詳細な温度分布が得られた． 

なお，本報告で記載されていない夏季やアーチ部等の
温度分布及び，横桁温度の時間的変化については発表時
に報告する予定である． 

今後は，空間分解能が計測結果に与える影響を評価す
る必要がある．さらに，日射量の数値についても計測を行
い，さらに温度分布と比較を行うことができればさらに日
射との関係性が究明できると考えられる． 
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図 4 サーミスタ設置箇所 

図 5 サーミスタによる温度計測結果 

図 6 パノラマ合成サーモグラフィ画像（SC620） 

図 8 横桁の温度分布 

図 7-a 長崎側からの横桁のサーモグラフィ画像 

図 7-ｂ 床版及びトラス部のサーモグラフィ画像 
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